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磯
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佳
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一
 
は
じ
め
に

 
古
代
日
本
語
の
要
判
定
疑
問
表
現
と
し
て
は
、
主
と
し
て
、

 
A
文
中
用
法
の
助
詞
「
ヤ
」
を
用
い
る
形
式

 
B
文
末
用
法
の
助
詞
「
ヤ
」
を
用
い
る
形
式

 
C
文
末
用
法
の
助
詞
「
カ
」
を
用
い
る
形
式

の
三
形
式
が
使
用
さ
れ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
（
1
）

 
『
源
氏
物
語
』
の
場
合
、
A
形
式
が
圧
倒
的
に
多
数
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち

半
数
近
く
は
、
「
ヤ
」
以
下
が
省
略
さ
れ
て
、
実
質
的
に
は
「
ヤ
」
で
文
が
終

止
す
る
形
と
な
っ
て
お
り
、
特
に
、
「
ヤ
」
が
断
定
の
助
動
詞
「
ナ
リ
」
の
連

用
形
「
二
」
に
下
接
し
た
「
 
 
 
ニ
ヤ
。
」
の
形
が
目
立
っ
て
い
る
。
こ
の

場
合
、
会
話
文
に
お
い
て
「
問
い
」
の
表
現
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
と
み
ら

れ
る
例
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
基
本
的
に
「
疑
い
」
の
表
現
と
し
て
の
み
使
用
さ

れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
「
ヤ
」
は
実
質
的
に
は
文
末
に
位
置
し

て
い
て
も
、
「
問
い
か
け
」
の
…
機
能
を
有
し
て
い
る
も
の
と
は
考
え
に
く
い
。

こ
れ
に
対
し
て
、
B
形
式
は
、
主
と
し
て
会
話
文
で
「
問
い
」
の
表
現
と
し
て

使
用
さ
れ
、
文
末
用
法
の
「
ヤ
」
は
優
し
い
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
持
っ
た
「
問
い
か

け
」
の
機
能
を
有
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
た
。
ま
た
、
C
形
式

の
全
用
例
数
は
、
B
形
式
の
半
数
以
下
だ
が
、
心
申
思
惟
に
お
け
る
用
例
と
会

話
文
に
お
け
る
用
例
が
ほ
ぼ
半
々
で
あ
り
、
心
中
思
惟
の
場
合
、
言
讃
具
体
の

強
い
疑
惑
を
含
む
、
感
情
表
現
的
色
彩
の
認
め
ら
れ
る
例
が
多
い
。
会
話
文
の

場
合
は
、
身
分
の
上
位
者
か
ら
下
位
者
へ
対
し
て
、
明
確
に
解
答
を
要
求
し
よ

う
と
す
る
「
問
い
」
の
表
現
と
し
て
使
用
さ
れ
て
お
り
、
B
形
式
よ
り
も
強
い

調
子
の
表
現
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。

 
こ
れ
に
対
し
て
、
中
世
の
覚
一
本
『
平
家
物
語
』
で
は
、
『
源
氏
物
語
』
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

場
合
と
比
較
し
て
、
次
の
よ
う
な
特
徴
が
み
ら
れ
た
。

 
ω
文
中
用
法
の
「
ヤ
」
を
使
用
す
る
形
式
の
場
合
、
い
く
つ
か
の
類
型
的
な

 
 
表
現
が
目
立
つ
。

 
口
「
 
 
 
ニ
ヤ
。
」
の
形
式
と
な
ら
ん
で
、
中
世
に
な
っ
て
新
た
に
生
ま

 
 
れ
た
「
 
 
ヤ
ラ
ム
。
」
の
形
式
も
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
前
者
が
地

 
 
の
文
で
の
用
例
が
圧
倒
的
で
、
特
に
挿
入
句
的
用
法
が
目
立
つ
の
に
対
し
、

 
 
後
者
は
会
話
文
に
お
い
て
、
言
語
主
体
の
「
疑
い
」
の
表
現
と
し
て
使
用

 
 
さ
れ
て
い
る
例
が
多
い
。

 
日
文
末
用
法
の
「
ヤ
」
を
使
用
す
る
形
式
は
、
全
体
に
用
例
数
が
少
な
く
、
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本
朝
世
俗
部
の
場
合
ー



 
 
依
頼
・
反
語
な
ど
用
法
も
か
な
の
限
定
さ
れ
て
お
り
、
純
粋
な
「
問
い
」

 
 
の
表
現
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
例
は
ご
く
わ
ず
か
で
あ
る
。

 
四
文
末
用
法
の
「
カ
」
を
使
用
す
る
形
式
は
、
文
末
用
法
の
「
ヤ
」
を
使
用

 
 
す
る
形
式
の
用
例
数
の
約
五
倍
と
な
り
、
『
源
氏
物
語
』
の
場
合
と
は
完

 
 
全
に
逆
転
し
、
身
分
の
上
位
者
へ
対
す
る
使
用
例
も
み
ら
れ
る
な
ど
、
会

 
 
話
文
に
お
け
る
「
問
い
」
の
表
現
と
し
て
の
用
法
が
圧
倒
的
に
増
加
し
、

 
 
「
問
い
」
の
表
現
形
式
と
し
て
、
文
末
用
法
の
「
ヤ
」
を
使
用
す
る
形
式

 
 
に
代
わ
っ
て
、
一
般
化
し
て
い
る
。

 
こ
の
稿
で
は
、
『
源
氏
物
語
』
や
、
覚
一
本
『
平
家
物
語
』
の
場
合
と
比
較

し
な
が
ら
、
『
今
昔
物
語
集
』
の
う
ち
、
和
文
的
色
彩
が
強
い
と
言
わ
れ
る
本

朝
世
俗
部
に
お
け
る
、
要
判
定
疑
問
表
現
の
用
法
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

（
テ
キ
ス
ト
は
「
日
本
古
典
文
学
大
系
 
今
昔
物
語
集
」
。
な
お
、
本
文
引
用

の
際
は
、
便
宜
的
に
捨
仮
名
は
大
字
に
改
め
、
一
行
書
き
に
す
る
。
ま
た
、
漢

字
に
つ
い
て
も
現
行
字
体
に
改
め
た
場
合
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
心
中
思
惟
の
部

分
に
は
〈
 
〉
を
付
し
た
。
）

 
 
 
 
 
 
 
 
二
 
要
判
定
疑
問
表
現
の
諸
形
式

 
表
1
は
、
本
集
本
朝
世
俗
部
（
巻
2
2
～
巻
3
1
）
に
存
在
し
て
い
る
要
判
定
疑

．
問
表
現
の
用
例
を
、
次
の
㈲
～
回
の
1
5
種
類
に
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
用
例
数

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヨ
 

を
巻
町
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

 
A
文
中
用
法
の
「
ヤ
」
に
関
わ
る
形
式

 
司
 
 
 
ヤ
 
 
 
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ

 
 
「
ヤ
」
が
断
定
の
助
動
詞
「
ナ
リ
」
の
連
用
形
「
二
」
に
下
接
し
て
「
二
表

 
 
ヤ
」
の
形
と
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
別
の
形
式
と
し
て
除
外
す
る
。

巻 a b C d e f 9 h i j k 1 m n 0 計

22 5 3 1 1 1 1 12

23 11 5 1 3 5 25

24 9 2 5 3 1 10 8 1 1 40

25 15 1 1 2 2 12 1 1 6 3 1 45

26 19 8 13 3 1 12 2 18 1 1 2 80

27 16 2 13 12 2 13 4 16 1 79

28 20 1 12 3 2 15 4 9 3 1 70

29 17 12 9 14 1 7 3 1 64

30 8 3 7 1 4 1 6 30

31 6 13 13 7 2 7 1 49

計 126 6 75 63 ll 1 91 15 2 82 11 3 2 1 5
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切
 
 
 
ヤ
。
、

 
㈲
形
式
の
「
ヤ
」
以
下
が
省
略
さ
れ
て
い
る
も
の
。
同
様
に
「
ニ
ヤ
」
の

 
形
の
も
の
は
別
形
式
と
し
て
除
外
す
る
。

の
 
 
 
ニ
ヤ
 
 
 
。

 
㈲
形
式
か
ら
除
外
し
た
「
ニ
ヤ
」
の
形
と
な
る
も
の
。

の
 
 
 
ニ
ヤ
。

 
㈲
形
式
か
ら
除
外
し
た
「
ニ
ヤ
」
の
形
と
な
る
も
の
。

㈲
 
 
 
ヤ
ハ
 
 
。

 
回
形
式
の
「
ヤ
」
に
、
さ
ら
に
助
詞
「
ハ
」
の
下
接
し
て
い
る
も
の
。

ω
 
 
 
ヤ
ハ
。

 
㈲
形
式
の
「
ヤ
」
に
、
さ
ら
に
助
詞
「
ハ
」
の
下
接
し
て
い
る
も
の
。

B
文
末
用
法
の
「
ヤ
」
に
関
わ
を
形
式

的
 
 
 
ヤ
。

伍
 
 
 
ヤ
ハ
。

 
團
形
式
の
「
ヤ
」
に
、
さ
ら
に
助
詞
「
ハ
」
の
下
接
し
て
い
る
も
の
。

侮
 
 
ヤ
否
や
。

 
圖
形
式
の
「
ヤ
」
に
「
否
や
」
が
付
加
し
て
い
る
場
合
v
全
体
で
ひ
と
つ

 
の
形
と
し
て
独
立
し
て
扱
う
。

C
文
末
用
法
，
の
「
カ
」
に
関
わ
る
形
式

D
 
 
 
カ
。

伝
 
 
 
カ
バ
。

 
ω
形
式
の
「
カ
」
に
、
さ
ら
に
助
詞
「
ハ
」
の
下
接
し
て
い
る
も
の
。

D
そ
の
他
の
形
式

ラ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
 
 
 
 
 
カ

『
今
昔
物
語
集
』
の
要
判
定
疑
問
表
現
（
上
）
一
本
朝
世
俗
部
の
場
合
1

表2

a b C d 9 j P 小計

源
氏

 469

i34．8％）

 186

i13．8％）

 138

i10．2％）

 303

i22．5％）

 178'

i13．2％）

 74
i5．5％）

1348

i100％）

平
家

 227

i44．6％）

 30
i5．9％）

 4
i0．8％）

 41

i8．1％）

 32
i6．3％）

 148

i29．1％）

 27

i5．3％）

 509

i100％）

世本

ｭ朝
 126

i28．4％）

 6
i1．4％）

 75
i16．9％）

 63
i14．2％）

 91
i20．5％）

 82
i18．5％）

 443

i100％）

 
 
㈲
形
式
の
「
ヤ
」
の
代
わ

 
 
り
に
、
文
中
用
法
の
助
詞

 
 
「
カ
」
の
使
用
さ
れ
て
い

 
 
る
も
の
。

 
㈱
 
 
 
ニ
カ
。

 
 
ω
形
式
の
「
ヤ
」
の
代
わ

 
 
り
に
、
文
中
用
法
の
助
詞

 
 
「
カ
」
の
使
用
さ
れ
て
い

 
 
る
も
の
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
へ
 
 
 
 
 
 
 
 
む

 
侮
 
 
 
カ
ノ

 
 
ω
形
式
の
「
カ
」
に
、
さ

 
 
ら
に
助
詞
「
ハ
」
の
下
戸

 
 
し
て
い
る
も
の
。

 
回
存
疑
例

 
表
2
は
、
こ
の
う
ち
、
同
・

㈲
・
㈲
・
ω
・
㈹
・
ω
の
6
形

式
に
つ
い
て
、
『
源
氏
物
語
』

お
よ
び
覚
一
本
『
平
家
物
語
』

の
場
合
と
比
較
す
る
た
め
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
使
用
率
を
示
し
た

も
の
で
あ
る
。
な
お
、
『
平
家

物
語
』
に
の
み
存
在
す
る
、

「
 
 
ヤ
ラ
ム
。
」
の
形
式

を
㈲
形
式
と
し
て
加
え
て
あ
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る
。 

こ
の
表
2
よ
り
、
参
集
本
朝
世
俗
部
の
要
判
定
疑
問
表
現
に
つ
い
て
、
大
き

な
特
徴
と
し
て
次
の
二
点
が
指
摘
で
き
よ
う
。

 
e
文
中
用
法
の
「
ヤ
」
を
使
用
す
る
形
式
は
、
『
源
氏
物
語
』
の
場
合
よ
り

 
 
も
は
る
か
に
比
率
が
低
く
、
む
し
ろ
『
平
家
物
語
』
の
場
合
に
近
い
。

 
口
文
末
用
法
の
「
ヤ
」
を
使
用
す
る
形
式
と
、
文
末
用
法
の
「
カ
」
を
使
用

 
 
す
る
形
式
と
の
使
用
率
を
比
較
す
る
と
、
『
源
氏
物
語
』
の
場
合
、
前
者

 
 
が
二
倍
以
上
な
の
に
対
し
、
『
平
家
物
語
』
で
は
、
逆
に
後
者
が
約
五
倍

 
 
と
な
っ
て
、
完
全
に
逆
転
し
て
い
る
。
本
四
本
朝
世
俗
部
で
は
、
両
者
の

 
 
使
用
率
は
、
前
者
が
や
や
多
い
も
の
の
、
ほ
ぼ
同
程
度
と
な
っ
て
い
る
。

た
だ
し
、
日
に
つ
い
て
は
、
『
源
氏
物
語
』
の
場
合
、
文
中
用
法
の
「
ヤ
」
を

使
用
す
る
形
式
の
う
ち
、
「
ヤ
」
以
下
が
省
略
さ
れ
て
、
実
質
的
に
は
「
ヤ
」

で
文
が
終
止
し
て
い
る
形
（
㈲
・
ω
形
式
）
の
比
率
の
高
さ
が
目
立
つ
が
、
本

集
本
朝
世
俗
部
で
は
は
る
か
に
低
く
、
『
平
家
物
語
』
の
場
合
と
ほ
ぼ
等
し
い
。

 
以
下
、
本
集
本
朝
世
俗
部
の
要
判
定
疑
問
表
現
の
用
法
に
つ
い
て
、
各
形
式

ご
と
に
、
具
体
的
に
考
察
し
て
い
き
た
い
。

 
 
 
 
 
 
 
 
三
 
文
中
用
法
の
「
ヤ
」
の
形
式

 
表
3
は
、

 
司
 
 
 
ヤ
 
 
 
。

の
形
式
に
つ
い
て
、
そ
の
文
末
の
形
を
、
地
の
文
・
心
中
思
惟
・
会
話
文
と
い

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
る
 

う
使
用
場
面
別
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
表
中
の
「
φ
」
は
、
文
末

に
推
量
の
助
動
詞
や
終
助
詞
の
含
ま
れ
て
い
な
い
場
合
で
あ
る
。

 
以
下
、
使
用
場
面
ご
と
に
、
そ
の
用
法
を
概
観
す
る
と
、
地
の
文
の
場
合
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ω
今
朝
ハ
明
ル
到
遅
キ
ト
人

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
出
シ
立
テ
・
、
尋
二
遣
シ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
給
フ
程
二
、
．

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
2
2
の
7
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②
中
納
言
参
テ
、
座
二
居
ル

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヤ
遅
キ
ト
、
大
臣
、
「
…

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
…
」
ト
有
ケ
レ
バ
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
2
4
の
3
3
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
の
よ
う
に
「
～
ヤ
遅
キ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ト
」
の
形
で
、
即
時
の
意
を

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表
す
、
慣
用
表
現
的
な
語
法

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
が
5
望
み
ら
れ
る
が
、
他
は
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1
例
を
除
い
て
、

ヨ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
，
㈲
亦
、
仏
神
ノ
加
護
や
有
ケ

表 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ム
、
不
思
懸
、
金
ヲ
見
付

 
テ
、
豊
二
成
テ
ゾ
有
ケ
ル
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
2
6
の
1
4
）

ω
其
レ
ガ
、
前
世
二
三
ニ
テ
や
有
ケ
ム
、
極
ク
猫
ニ
ナ
ム
恐
ケ
ル
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
2
8
の
3
1
）

㈲
女
、
〈
…
…
〉
ト
思
ケ
ル
ニ
、
心
二
否
や
不
堪
ザ
リ
ケ
ム
、
物
モ
不
言
ズ
シ

 
テ
、
三
水
二
水
痙
ケ
レ
バ
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
3
0
の
4
）

の
よ
う
に
、
す
べ
て
文
末
「
ケ
ム
」
の
形
で
、
大
部
分
が
挿
入
句
的
に
用
い
ら

れ
て
い
る
。

 
用
例
数
の
最
も
多
い
心
中
思
惟
の
場
合
、

㈲
終
夜
、
〈
此
ノ
事
若
シ
我
が
シ
タ
事
ト
や
聞
ヘ
ム
ズ
ラ
ム
〉
ト
胸
騒
土
研
フ

     ム?ｺス；会ζφ     ム
計

地の文

S中思惟

?b文

 17          6

U・ 1   10   3       13  32

T    4    1 3 25

23

U5

R8

計 ll  18  14   3   1  ユ6  63 126
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程
二
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・
 
 
 
 
 
 
（
巻
2
3
の
1
5
）

ω
大
君
、
此
ヲ
聞
テ
、
兼
テ
ヨ
リ
〈
若
シ
事
や
有
ラ
ム
ズ
ラ
ム
〉
ト
思
ケ
レ
バ
、

 
家
船
郎
等
；
二
十
許
ヲ
置
テ
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
2
5
の
5
）

の
よ
う
に
、
文
末
語
と
し
て
は
「
ム
ズ
ラ
ム
」
の
形
が
比
較
的
目
立
つ
が
、
そ

の
場
合
、
『
平
家
物
語
』
の
場
合
と
同
じ
く
、
将
来
起
こ
る
こ
と
が
予
測
さ
れ

る
、
憂
慮
す
べ
き
事
態
に
対
す
る
、
言
語
主
体
の
懸
念
を
示
す
表
現
と
な
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
約
半
数
は
、
推
量
の
助
動
詞
の
使
用
さ
れ
な
い
「
φ
」
の
形

で
、㈹

滝
口
共
物
語
ナ
ド
シ
テ
廊
二
居
タ
ル
程
二
、
雨
モ
止
ミ
空
モ
晴
ヌ
レ
バ
、

 
〈
今
や
護
持
来
ル
〉
ト
待
ケ
ル
ニ
、
日
ノ
暮
ル
マ
デ
、
行
ツ
ル
男
モ
不
見
リ

 
ケ
レ
バ
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
2
4
の
1
1
）

働
〈
今
や
被
虐
落
ル
、
今
や
暴
君
落
ル
〉
ト
肝
ヲ
砕
テ
心
ヲ
迷
シ
テ
、
中
§
、

 
我
等
が
射
合
テ
生
モ
死
ニ
モ
セ
ム
ヨ
リ
八
難
堪
ク
怖
シ
ク
思
ケ
ル
ニ
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
2
5
の
3
）

の
よ
う
に
、
「
今
や
」
の
形
で
使
用
さ
れ
、
現
在
実
現
し
て
い
な
く
て
も
、
言

語
主
体
が
待
望
し
て
い
る
事
態
や
、
さ
し
迫
っ
た
と
把
え
て
い
る
事
態
を
示
し

て
い
る
場
合
が
多
い
。

 
会
話
文
の
場
合
も
、
「
φ
」
の
形
が
圧
倒
的
に
多
い
が
、

⑩
妻
亦
問
云
ク
、
「
汝
ヂ
、
彼
ノ
衣
ヲ
バ
心
二
惜
ト
矧
思
フ
」
。
大
領
が
云
ク
、

 
「
甚
ダ
惜
シ
」
ト
。
 
・
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
2
3
の
1
8
）

⑪
貞
重
、
「
実
二
玉
や
持
タ
ル
」
ト
ト
ヘ
バ
、
男
憎
≧
二
、
「
候
フ
」
ト
云
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
2
6
の
1
6
）

働
其
ノ
後
、
弟
常
二
行
テ
「
例
ノ
御
墓
ヘ
ヤ
参
り
給
フ
」
ト
兄
二
間
ケ
レ
バ
、

 
兄
障
ガ
チ
ニ
ノ
ミ
成
テ
不
具
ズ
ノ
ミ
成
町
ケ
リ
。
 
 
 
 
（
巻
3
1
の
2
7
）

『
今
昔
物
語
集
』
の
要
判
定
疑
問
表
現
（
上
）
1
本
朝
世
俗
部
の
場
合
一

の
よ
う
に
、
大
部
分
が
「
問
い
」
の
表
現
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。

 
な
お
、
回
形
式
の
中
に
は
、
 
 
 
 
 
．
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一

㈹
然
テ
走
り
去
テ
、
〈
亦
や
人
や
有
ル
〉
ト
聞
ケ
レ
ド
モ
、
 
 
（
巻
2
3
の
1
5
）

ω
亦
一
人
が
云
ク
、
「
不
乗
知
ヌ
車
二
乗
テ
、
殿
原
二
値
ヒ
奉
テ
、
引
落
シ
テ

 
被
蹴
ヤ
、
由
元
キ
死
ニ
ヲ
ヤ
セ
ム
ズ
ラ
ム
」
串
。
 
 
 
 
（
巻
2
8
の
2
）

の
よ
う
に
、
一
文
中
に
「
ヤ
」
が
重
複
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
例
が
3
例
み
ら

れ
る
。

 
本
集
本
朝
世
俗
部
の
場
合
、
．
『
源
氏
物
語
』
で
は
非
常
に
多
く
み
ら
れ
た
、

 
切
 
 
 
ヤ
。

の
形
式
は
、
わ
ず
か
6
例
で
、
『
平
家
物
語
』
と
比
較
し
て
も
、
そ
の
使
用
率

は
低
く
な
っ
て
い
る
。

 
ま
た
、
回
形
式
の
う
ち
、
明
ら
か
に
反
語
と
考
え
ら
れ
る
例
は
、

飼
僧
都
「
我
ハ
此
ヘ
ヤ
来
ム
ト
思
ツ
ル
、
壇
所
二
行
ム
ト
思
ツ
ル
」
ト
云
ケ
レ

 
バ
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
、
 
 
 
 
．
 
 
 
 
（
巻
2
3
の
1
9
）

の
1
例
く
ら
い
の
も
の
で
、
類
型
的
な
反
語
表
現
の
用
例
の
目
立
っ
た
『
平
家

物
語
』
の
場
合
と
は
事
情
が
異
な
っ
て
い
る
。
㈲
形
式
に
も
反
語
の
例
は
み
ら

れ
な
い
。

 
こ
れ
に
対
し
て
、

 
の
 
 
 
ヤ
ハ
 
 
 
。

 
f
 
 
 
ヤ
ハ
。

の
両
形
式
の
場
合
ば
、
す
べ
て
、

⑯
郎
等
ノ
云
ク
、
「
犬
馬
ソ
ラ
哀
二
為
ル
人
ニ
ハ
、
尾
不
振
様
ヤ
ハ
候
フ
。
…

 
…
」
ト
。
 
・
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
2
6
の
5
）

㈲
院
、
「
其
レ
ハ
糸
異
様
ノ
事
也
。
我
レ
ハ
人
ノ
家
ヲ
ヤ
ハ
押
取
テ
居
着
ル
。
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大
臣
ノ
子
孫
ノ
得
セ
タ
レ
バ
コ
ソ
住
メ
。
者
ノ
霊
也
ト
云
ヘ
ド
モ
、
事
ノ
理

 
ヲ
モ
不
知
ズ
、
何
デ
単
玉
云
ゾ
」
ト
高
ヤ
カ
所
帯
セ
給
ケ
レ
バ
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
2
7
の
2
）

の
よ
う
に
、
明
ら
か
に
反
語
か
、
反
語
的
色
彩
の
強
い
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
四
 
 
「
 
 
 
ニ
ヤ
。
」
の
形
式

 
の
 
 
 
ニ
ヤ
 
 
 
。

 
d
 
 
 
ニ
ヤ
。

の
両
形
式
の
用
例
数
を
比
較
す
る
と
、
『
源
氏
物
語
』
の
場
合
、
ω
形
式
の
方

が
二
倍
以
上
使
用
さ
れ
て
い
た
が
、
本
集
本
朝
世
俗
部
で
は
、
逆
に
㈲
形
式
の

方
が
や
や
多
い
も
の
の
、
ほ
ぼ
同
程
度
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
両
形
式
を
合
計
し

た
使
用
率
は
『
源
氏
物
語
』
の
場
合
と
さ
ほ
ど
変
わ
ら
ず
、
要
説
明
疑
問
表
現

形
式
と
し
て
、
こ
の
両
形
式
と
対
応
す
る
、

 
㈲
疑
問
詞
 
 
 
ニ
カ
 
 
 
。

 
㈲
疑
問
詞
 
 
 
層
面
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ら
 

の
両
形
式
の
使
用
率
が
、
『
源
氏
物
語
』
と
比
較
す
る
と
か
な
り
低
か
っ
た
の

と
は
事
情
が
異
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
覚
一
本
『
平
家
物
語
』
の
場
合
は
、
ω

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・
ω
形
式
は
全
く
存
在
し
な
か
っ
た

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
の
に
対
し
、
㈲
・
ω
両
形
式
は
み
ら

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
れ
た
が
、
㈲
形
式
の
方
は
非
常
に
用

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
例
数
が
少
な
か
っ
た
。

 
'
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表
4
は
、
本
集
本
朝
世
俗
部
に
お

4
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
け
る
、
㈲
・
ω
両
形
式
の
使
用
場
面

表 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

（c） （d）

地の文

S中思惟

?b文

29

R3

P3

41

P2

P0

計 75 63

 
ω
形
式
の
場
合
、
『
源
氏
物
語
』
で
は
、
心
中
思
惟
に
お
け
る
用
例
が
最
も

多
か
っ
た
が
、
本
志
本
朝
世
俗
部
に
お
い
て
は
、
『
平
家
物
語
』
と
同
様
に
、

⑯
此
ヲ
聞
ク
人
思
バ
ク
、
〈
…
…
V
ト
ゾ
讃
メ
感
ジ
ケ
ル
。
況
や
、
長
谷
雄
答

 
フ
ル
事
元
カ
リ
ケ
レ
バ
理
ト
思
ケ
ル
ニ
ヤ
。
 
 
 
 
 
 
（
巻
2
4
の
2
5
）

09
ﾊ
ノ
主
、
〈
所
得
シ
ツ
〉
ト
思
ヒ
ケ
ル
ニ
ヤ
、
水
干
ヲ
取
、
手
迷
ヲ
シ
テ
、

 
船
ヲ
指
放
テ
去
ニ
ケ
レ
バ
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
2
6
の
1
6
）

⑳
其
ノ
北
面
ヲ
行
ケ
ル
三
二
、
小
便
ノ
急
也
ケ
ル
ニ
ヤ
、
築
垣
二
丁
テ
南
向
二

 
突
居
テ
尿
ヲ
シ
ケ
レ
バ
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
2
9
の
3
9
）

の
よ
う
に
、
地
の
文
に
お
け
る
用
例
が
圧
倒
的
に
多
く
、
特
に
、
⑲
・
⑳
の
よ

う
な
挿
入
句
的
な
用
法
が
目
立
つ
。
心
中
思
惟
に
お
け
る
用
例
は
、

⑳
（
観
硯
）
〈
若
シ
、
僻
目
ニ
ヤ
〉
ト
思
テ
、
指
燭
ヲ
指
テ
寄
テ
見
レ
バ
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
2
6
の
1
8
）

吻
（
修
行
者
）
〈
此
レ
モ
我
ヲ
何
ニ
セ
ム
ト
テ
云
嗣
〉
ト
思
フ
ニ
、
親
鳥
ル

 
心
地
モ
不
為
ズ
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
3
1
の
1
4
）

の
よ
う
に
、
言
語
主
体
の
「
疑
い
」
の
表
現
で
あ
る
が
、
会
話
文
の
場
合
も
、

㈱
長
ノ
云
ク
、
「
佐
渡
ノ
国
ニ
ハ
、
金
ノ
候
フ
嗣
、
金
ノ
候
ナ
メ
リ
ト
見
テ
給

 
ヘ
シ
所
ノ
候
シ
ヲ
、
」
：
…
」
ト
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
‘
 
（
巻
2
6
の
1
5
）

図
智
サ
有
ル
僧
ナ
ム
ド
ノ
云
ケ
ル
ハ
、
「
…
…
。
丁
丁
ナ
ド
ノ
糸
清
気
ナ
ル
ハ

 
若
シ
然
ニ
ヤ
」
ゾ
疑
ピ
ケ
ル
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
3
1
の
1
7
）

の
よ
う
に
、
言
語
主
体
の
「
疑
い
」
の
表
明
と
考
え
ら
れ
る
性
格
の
も
の
で
、

「
問
い
」
の
表
現
と
考
え
ら
れ
る
用
例
は
存
在
し
な
い
。

 
㈲
形
式
の
場
合
は
、
心
中
思
惟
に
お
け
る
用
例
が
最
も
多
い
が
、
ω
形
式
同

様
、㈱

（
大
納
言
ハ
）
暁
方
二
酔
醒
テ
夢
ノ
様
二
一
ノ
事
一
思
エ
ケ
レ
バ
、
〈
半
弓
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言
引
富
有
ラ
ム
〉
ト
思
エ
テ
、
傍
ナ
ル
女
房
二
「
北
ノ
方
ハ
」
ト
問
ヘ
バ
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
2
2
の
8
）

㈲
木
異
人
共
、
此
レ
ヲ
見
テ
、
恐
ヂ
怖
レ
テ
、
〈
此
ノ
尼
共
ノ
此
ク
舞
ヒ
乙
テ

 
来
ル
ハ
、
定
メ
テ
ヨ
モ
人
払
ハ
非
ジ
。
天
狗
ニ
や
有
ラ
ム
、
亦
鬼
神
ニ
や
有

 
ラ
ム
〉
ナ
ド
思
テ
見
居
タ
ル
軍
門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
2
8
の
2
8
）

の
よ
う
に
、
言
語
主
体
の
「
疑
い
」
の
表
現
で
あ
り
、
全
例
、
「
ニ
ヤ
」
以
下
が

「
あ
ら
む
」
ま
た
は
「
あ
る
ら
む
」
の
形
と
な
っ
て
い
る
。
地
の
文
の
場
合
は
、

三
等
晴
明
ハ
、
家
ノ
内
二
人
元
キ
時
下
識
神
ヲ
仕
ケ
ル
ニ
や
有
ケ
ム
、
人
モ
元

 
キ
ニ
、
蔀
上
ゲ
下
ス
事
ナ
ム
有
ケ
ル
。
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
2
4
の
1
6
）

⑱
現
二
人
ヲ
馬
二
打
成
ケ
ル
、
更
二
不
心
得
ズ
。
畜
生
道
ナ
ド
ニ
や
有
ラ
ム
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
3
1
の
1
4
）

の
よ
う
に
、
「
ニ
ヤ
」
以
下
が
「
あ
り
け
む
」
ま
た
は
「
あ
る
ら
む
」
の
形
と

な
っ
て
い
る
例
が
ほ
と
ん
ど
で
、
伽
の
よ
う
な
挿
入
句
的
な
用
法
も
目
立
つ
。

会
話
文
の
場
合
も
、

㈲
兄
弟
此
レ
ヲ
聞
テ
、
「
此
レ
ハ
若
シ
、
死
人
ノ
物
ナ
ド
ニ
成
テ
光
ル
ニ
や
有

 
ラ
ム
、
亦
死
人
ノ
所
二
物
ノ
来
ル
ニ
や
有
ラ
ム
。
然
う
バ
此
レ
、
構
ヘ
テ
見

 
顕
カ
サ
バ
ヤ
」
ト
云
合
セ
テ
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
2
7
の
3
5
）

e◎

ﾗ
ノ
人
、
「
其
レ
ハ
極
テ
悟
キ
事
ニ
コ
ン
有
ナ
レ
。
若
シ
盗
タ
ル
ニ
や
有
ラ

 
ム
、
極
ク
不
審
キ
事
也
。
…
…
」
ト
云
ケ
レ
バ
、
 
 
 
 
（
巻
2
9
の
9
）

の
よ
う
に
、
㈹
形
式
同
様
、
言
語
主
体
の
「
疑
い
」
の
表
明
と
考
え
ら
れ
る
用

例
が
ほ
と
ん
ど
だ
が
、

⑳
法
師
原
此
ヲ
見
付
テ
、
「
彼
ニ
コ
ン
人
ハ
見
へ
候
へ
。
其
レ
ニ
や
候
フ
ラ
ム
」

 
ト
云
ヘ
バ
、
僧
正
「
彼
レ
ハ
黒
ク
装
ゾ
キ
タ
リ
ツ
ル
男
也
」
ト
宣
ヘ
バ
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
2
3
の
2
0
）

『
今
昔
物
語
集
』
の
要
判
定
疑
問
表
現
（
上
）
一
本
朝
世
俗
部
の
場
合
-

劒
半
蔀
ノ
有
ケ
ル
ヨ
リ
鼠
鳴
ヲ
シ
テ
手
ヲ
指
出
テ
招
ケ
レ
バ
、
男
君
テ
「
二
言

 
ヤ
候
う
ム
」
ト
云
ケ
レ
バ
、
三
音
ニ
テ
「
聞
ユ
ベ
キ
事
ノ
有
テ
ナ
ム
。
…

 
…
」
ト
云
ケ
レ
バ
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
2
9
の
3
）

の
よ
う
に
、
「
ニ
ヤ
」
以
下
が
「
候
ふ
ら
む
」
の
形
と
な
っ
て
い
る
用
例
の
中

に
は
、
対
話
相
手
に
対
す
る
丁
重
な
「
問
い
」
の
表
現
と
考
え
ら
れ
る
例
も
み

ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
基
本
的
に
は
「
疑
い
」
の
表
現
で
あ
る
、
こ
の
㈲
形
「

式
が
、
会
話
文
に
お
い
て
、
対
話
相
手
に
対
す
る
敬
語
表
現
を
含
ん
で
い
る
場

合
に
「
問
い
」
の
表
現
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
例
は
、
『
源
氏
物
語
』
や

『
平
家
物
・
語
』
で
も
み
ら
れ
た
。

 
 
 
 
 
 
 
五
 
文
末
用
法
の
「
ヤ
」
の
形
式
 
 
 
-

 
表
5
は
、
本
集
本
朝
世
俗
部
に
お
け
る
、

 
的
 
 
 
ヤ
。

の
形
式
に
つ
い
て
、
使
用
場
面
ご
と
に
用
法
を
分
類
し
、
さ
ら
に
「
ヤ
」
の
上

面
語
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
会
話
文
に
お
け
る
用
例
が
圧
倒
的
に
多
い
が
、

こ
れ
は
、
文
末
の
「
ヤ
」
が
、
基
本
的
に
、
対
話
相
手
め
あ
て
の
も
の
で
あ
る

と
い
う
性
格
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

 
会
話
文
中
の
用
例
の
う
ち
、
三
分
の
一
近
く
は
、

⑯
主
ノ
女
聞
テ
、
人
ヲ
出
シ
テ
、
「
画
学
キ
事
ノ
有
ル
ヲ
、
白
地
二
入
給
ヒ
ナ

 
ム
ヤ
」
ト
云
セ
タ
リ
ケ
レ
バ
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
3
1
の
7
）

図
夫
、
妻
二
語
フ
様
、
「
我
二
金
吉
ラ
ム
刀
ヲ
求
テ
三
三
テ
ム
到
」
ト
。
妻
、

 
「
良
心
モ
非
ズ
」
ト
云
テ
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
2
6
の
8
）

の
よ
う
に
、
主
と
し
て
「
な
む
や
」
「
て
む
や
」
の
形
で
、
「
問
い
」
と
い
う
よ

り
は
、
丁
重
な
「
依
頼
」
の
表
現
と
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
b
こ
の
形
は
『
源
・

 
 
 
 
 
亀
■

、
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の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
も

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
な

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
要

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
泌

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
力

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
読

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
補

5
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
幻

表
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一

且
物
語
』
に
も
多
く
、
『
平
家
物
語
』
に
も
用
例
は
み
ら
れ
た
。

 
こ
の
「
な
む
や
」
「
て
む
や
」
の
形
は
、

㈲
（
則
光
ハ
）
疾
ク
歩
テ
過
ル
ヲ
、
「
然
テ
ハ
罷
ナ
ム
M
」
ト
云
テ
、
走
り
懸

 
来
ル
者
有
リ
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
2
3
の
1
5
）

岡
講
師
が
云
ク
、
「
事
為
ル
、
錯
テ
海
賊
ノ
物
ヲ
我
レ
ハ
取
ル
ト
モ
、
我
が
物

用法 黎ム奪鍬ツヌ蠣 計

地の文 反語 1 5    1 7 7

肇い 1  1 1 3

心中思惟

反語 ・1 1  1一 3

6

問い 9    2  1  1  1  2  2  3  1  5  1  1 29

依頼 3 713 23

78会話文
疑い 2 2

反語 ll 5     7       1 24

計 10 5 2720 2  2  2 11 3  1  5  1  2 91
一

 
ヲ
バ
海
賊
取
テ
ム
ヤ
」
ト
テ
、
…
…
、
墓
≧
シ
キ
目
立
タ
ル
者
一
人
モ
不
具

 
テ
上
ケ
リ
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
2
8
の
1
5
）

の
よ
う
に
、
「
反
語
」
表
現
と
な
る
例
も
目
立
っ
て
お
り
、
「
な
む
や
」
の
形
は
、

勧
異
人
ハ
極
キ
仰
セ
有
ト
云
フ
ト
モ
、
然
許
暗
キ
ニ
其
ノ
南
殿
ノ
迫
二
ロ
ハ
独
リ

 
立
タ
リ
ナ
ム
ヤ
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
2
7
の
1
0
）

の
よ
う
に
、
地
の
文
で
も
5
例
、
「
反
語
」
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。

 
ま
た
、
「
ず
や
」
の
形
も
、
「
反
語
」
表
現
と
な
る
例
が
多
い
が
、

圏
妻
、
「
穴
鎌
マ
、
此
ノ
白
物
、
・
…
…
、
鳴
呼
ヲ
涼
テ
人
二
戸
咲
ル
ハ
、
極
キ

 
白
事
ニ
ハ
非
ズ
ヤ
」
ト
云
テ
ゾ
、
（
重
方
ハ
）
妻
ニ
モ
被
咲
ケ
ル
。

 
 
 
 
 
 
 
，
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
2
8
の
一
）

の
よ
う
に
、
7
例
全
て
「
～
ニ
ハ
非
ズ
ヤ
」
の
形
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
表
現
は
『
平
家
物
語
』
で
も
目
立
っ
て
い
た
。

 
こ
の
よ
う
に
、
会
話
文
中
の
用
例
の
う
ち
、
三
分
の
一
近
く
は
「
反
語
」
表

現
と
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
類
型
的
な
表
現
に
限
ら
れ
て
い
る
。

 
こ
れ
に
対
し
て
、

㈹
殿
ノ
此
レ
ヲ
聞
食
テ
、
「
輔
親
ハ
此
ノ
鳴
ク
音
ヲ
バ
聞
ク
ヤ
」
ト
被
仰
ケ
ル

 
ニ
、
輔
親
、
御
隔
子
ヲ
参
り
サ
シ
テ
、
旧
居
テ
「
承
ハ
ル
」
ト
申
ケ
レ
バ
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
2
4
の
5
3
）

㈲
中
大
夫
、
…
…
、
此
ノ
従
者
ノ
男
ヲ
呼
寄
セ
テ
云
ク
、
「
…
…
。
此
ノ
立
ル

 
橿
ノ
木
ハ
、
和
尊
ノ
目
ニ
ハ
見
ユ
ヤ
」
ト
問
ケ
レ
バ
、
男
「
己
モ
然
力
見
極

 
リ
」
ト
答
フ
レ
バ
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「
 
、
（
巻
2
7
の
3
7
）

の
よ
う
に
、
「
ヤ
」
が
動
詞
に
直
接
す
る
場
合
や
、

㈲
兼
輪
虫
レ
ヲ
見
テ
、
此
腰
叩
ク
男
二
「
彼
レ
ヲ
バ
見
知
タ
リ
ヤ
」
ト
問
ベ
バ
、
・

 
男
不
知
由
ヲ
答
フ
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
2
5
の
4
）
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幽
趣
、
「
何
カ
ニ
ゾ
、
聞
給
ツ
ヤ
」
ト
問
ケ
レ
バ
、
弟
、
「
実
二
候
ヒ
ケ
リ
。
…

 
…
」
ト
云
テ
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
2
7
の
3
4
）

の
よ
う
に
、
推
量
や
打
消
以
外
の
助
動
詞
に
下
接
す
る
場
合
に
は
、
純
粋
な

「
問
い
」
の
表
現
と
な
っ
て
い
る
例
が
大
部
分
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

こ
の
㈲
形
式
の
う
ち
、
純
粋
な
「
問
い
」
の
表
現
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
例

は
、
全
体
の
三
分
の
一
余
り
で
あ
る
。

 
な
お
、
こ
の
㈲
形
式
に
、
さ
ら
に
助
詞
「
ハ
」
の
下
接
す
る
、

 
の
 
 
 
ヤ
ハ
。

の
形
式
の
場
合
は
、

㈹
然
レ
バ
傍
ナ
ル
面
子
・
遣
戸
ナ
ド
ヲ
、
此
奴
キ
彼
引
キ
為
レ
ド
モ
、
皆
内
ヨ

・
リ
懸
タ
レ
バ
開
カ
ム
判
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
2
7
の
1
7
）

㈹
僧
綱
二
可
成
キ
報
ノ
元
カ
ラ
ム
ニ
ハ
、
極
ク
巌
影
面
ヒ
タ
リ
ト
モ
成
ナ
ム

 
渕
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
3
1
の
2
0
）

の
よ
う
に
、
地
の
文
で
の
用
例
が
多
く
、
全
例
「
ヤ
」
が
推
量
の
助
動
詞
に
下

接
し
て
お
り
、
「
反
語
」
表
現
と
な
る
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。

山ノ、

文
末
用
法
の
「
カ
」
の
形
式
，

 
 
 
表
6
は
、
本
身
本
朝
世
俗
部
に
お
け
る
、
・

表6

5
 
3
1
 
4
6

地の文

心中思惟

会話文

82計

 
一
 
 
 
 
カ
。

の
形
式
に
つ
い
て
、
そ
の
使
用
場
面
を
示
し

た
も
の
で
あ
る
。

 
文
末
用
法
の
「
ヤ
」
を
使
用
す
る
㈲
形
式

で
は
、
心
中
思
惟
に
お
け
る
用
例
は
非
常
に

少
な
か
っ
た
が
、
馳
本
形
式
の
場
合
、

『
今
昔
物
語
集
』
の
要
判
定
疑
問
表
現
（
上
）
一
本
朝
世
俗
部
の
場
合
-

㈲
（
登
照
）
〈
若
シ
、
此
門
ノ
只
今
倒
レ
ナ
ム
ズ
ル
カ
。
然
う
バ
ゾ
、
蝿
打
癒

 
テ
忽
皆
乱
暴
ギ
〉
ト
思
ヒ
得
テ
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
2
4
の
2
1
）

㈹
我
が
妻
ノ
女
ハ
下
ナ
ル
所
睡
臥
シ
テ
思
ケ
ル
様
、
〈
昼
ル
、
我
が
夫
ノ
気
色

 
ノ
怪
ク
テ
、
物
へ
行
ツ
ル
ハ
、
若
シ
其
レ
が
魚
価
来
テ
、
人
違
ヘ
ナ
ド
為
ス

 
ル
カ
〉
ナ
ド
思
ケ
ル
ニ
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
2
6
の
4
）

㈲
人
此
ヲ
見
テ
、
〈
此
ハ
何
也
ケ
ル
物
ゾ
。
戯
レ
ニ
人
ナ
ド
ノ
造
テ
海
二
投
入

 
タ
リ
ケ
ル
カ
〉
ト
思
テ
、
吉
ク
見
レ
バ
、
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
3
1
の
1
8
）
「

の
よ
う
に
、
『
源
氏
物
語
』
や
覚
一
本
『
平
家
物
語
』
の
場
合
と
同
様
に
、
心

中
思
惟
で
使
用
さ
れ
て
い
る
例
が
か
な
り
み
ら
れ
る
。
こ
の
事
実
は
、
『
あ
ゆ
、

ひ
抄
』
以
来
説
明
さ
れ
て
い
る
、
文
末
用
法
の
「
ヤ
」
は
「
問
い
」
を
表
し
、

文
末
用
法
の
「
カ
一
は
「
疑
い
」
を
表
す
と
い
う
、
両
者
の
基
本
的
な
性
格
の

違
い
が
反
映
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

噛
し
か
し
、
『
源
氏
物
語
』
の
場
合
も
、
会
話
文
に
お
け
る
用
例
が
、
心
中
思

惟
で
の
用
例
よ
り
も
む
し
ろ
多
か
っ
た
が
、
論
集
本
朝
世
俗
部
の
場
合
、
さ
ら

に
そ
の
比
率
は
高
く
な
っ
て
お
り
、
全
用
例
の
半
数
以
上
と
な
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
会
話
文
に
お
け
る
用
例
が
全
体
の
三
分
の
二
を
超
え
、
心
中
思
惟
で
の

用
例
の
三
倍
以
上
と
な
っ
て
い
た
、
覚
一
本
『
平
家
物
語
』
と
比
較
す
る
と
、

本
集
本
朝
世
俗
部
の
場
合
、
ち
ょ
う
ど
両
作
品
の
中
間
的
性
格
を
示
し
て
い
る

と
言
え
る
。

 
会
話
文
に
お
け
る
用
例
の
場
合
、
反
語
的
色
彩
の
強
い
2
例
を
除
い
て
、
他

は
す
べ
て
、

⑱
僧
都
、
「
三
井
寺
へ
行
カ
ム
ト
為
ル
デ
ハ
、
何
デ
カ
歩
ヨ
リ
行
カ
ム
ズ
ル
様

 
ニ
チ
ハ
立
タ
ル
ゾ
。
乗
物
ノ
無
キ
カ
」
ト
問
ケ
レ
バ
、
政
経
「
歩
ヨ
リ
参
り

 
候
フ
ト
モ
、
ヨ
モ
オ
ク
レ
不
奉
ラ
ジ
。
只
疾
ク
御
マ
セ
」
ト
云
ケ
レ
バ
、

O

、
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（
巻
2
3
の
1
4
）

㈲
殿
上
人
共
、
「
彼
レ
ハ
曽
タ
ム
が
参
タ
ル
カ
」
ト
忍
テ
問
ヘ
バ
、
曽
タ
ム
此

 
ク
被
問
テ
気
色
立
テ
、
「
然
二
面
フ
」
ト
答
フ
ゆ
 
 
 
 
 
（
巻
2
8
の
3
）

60
蛛
A
「
和
男
ハ
何
事
云
ハ
ム
ト
思
フ
ゾ
。
生
得
テ
本
国
二
下
ラ
ム
ト
思
フ
カ
」

 
ト
問
ケ
レ
バ
、
男
、
「
然
ニ
ハ
不
平
ズ
。
忍
テ
可
申
キ
事
ノ
候
フ
也
」
ト
云

 
ケ
レ
バ
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
2
9
の
6
）

の
よ
う
に
、
「
問
い
」
の
表
現
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
『
源
氏
物
語
』
の
場

合
、
こ
の
形
式
の
「
問
い
」
は
、
身
分
の
上
位
者
か
ら
下
位
者
へ
対
し
て
、
明

確
に
解
答
を
要
求
し
よ
う
と
す
る
、
強
い
調
子
の
表
現
と
し
て
使
用
さ
れ
て
お

り
、
本
集
本
朝
世
俗
部
に
お
い
て
も
、
囮
～
6
0
の
用
例
の
場
合
は
同
様
の
性
格

の
表
現
と
考
え
ら
れ
る
が
、

㈹
利
仁
、
此
ヲ
聞
テ
、
「
大
夫
殿
、
未
ダ
暑
預
粥
二
飽
下
肥
給
力
」
ト
云
ヘ
バ
、

 
五
位
、
「
未
ダ
不
飽
侍
」
ト
答
フ
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
2
6
の
1
7
）

國
避
暑
ノ
法
師
出
来
テ
、
…
…
、
雲
泥
ノ
下
二
「
御
房
ハ
坐
ス
ル
カ
」
ト
云
テ
、

 
戸
ヲ
押
開
テ
這
入
テ
見
レ
バ
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
2
9
の
1
7
）

63
j
、
「
此
ノ
鳴
ツ
ル
鹿
ノ
音
ハ
聞
給
ヒ
ツ
カ
」
ト
云
ケ
レ
バ
、
本
ノ
妻
此
ナ

 
ム
云
ケ
ル
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
3
0
の
1
2
）

の
よ
う
に
、
『
平
家
物
語
』
の
場
合
と
同
様
、
対
話
相
手
に
対
す
る
敬
語
表
現

と
共
起
し
て
い
る
例
も
か
な
り
み
ら
れ
、
こ
の
形
式
が
、
要
判
定
疑
問
表
現
に

お
け
る
「
問
い
」
の
形
式
と
し
て
、
よ
り
一
般
化
し
て
き
て
い
る
と
考
え
ち
れ

る
。
こ
の
現
象
は
、
要
説
明
疑
問
表
現
に
お
け
る
「
疑
問
詞
ー
ゾ
。
」
の
形

式
が
、
『
源
氏
物
語
』
の
場
合
、
主
と
し
て
、
身
分
の
上
位
者
か
ら
下
位
者
に

対
し
て
、
強
い
態
度
で
明
確
に
解
答
を
要
求
し
よ
う
と
す
る
「
問
い
」
の
表
現

と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
本
塗
で
は
、
対
話
相
手
に
対
す
る
敬
語

曜

表
現
の
含
ま
れ
て
い
る
場
合
も
少
な
く
な
く
、
身
分
の
下
位
者
か
ら
上
位
者
へ

対
し
て
も
、
ご
く
一
般
的
に
使
用
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
形
式
が
、
要
説
明
の

「
問
い
」
の
形
式
と
し
て
、
よ
り
一
般
化
・
固
定
化
し
て
い
る
と
み
ら
れ
た
事

実
と
、
ち
ょ
う
ど
対
応
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

 
と
こ
ろ
で
、
本
玉
に
は
、
6
3
の
用
例
の
よ
う
に
、
文
末
用
法
の
「
カ
」
が
、

活
用
語
の
連
体
形
で
は
な
く
、
終
止
形
に
接
続
し
て
い
る
例
が
い
く
つ
か
み
ら

れ
る
。
こ
の
事
実
は
、
連
体
形
終
止
と
い
う
現
象
が
次
第
に
顕
在
化
し
て
来
た

こ
と
に
よ
る
、
終
止
形
と
連
体
形
の
用
法
の
混
乱
と
い
う
こ
と
と
も
閑
係
あ
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
同
時
に
、
6
3
の
用
例
の
場
合
、
『
大
和
物
語
』
の
同
一
説

話
で
は
、

64

i
男
）
「
こ
の
鹿
の
な
く
は
聞
き
た
う
ぶ
副
」
と
い
ぴ
け
れ
ば
、
（
も
と
の

 
妻
）
「
さ
聞
き
侍
り
」
と
い
ら
へ
け
り
。
 
 
・
 
 
 
 
 
（
百
五
十
八
）

 
 
 
 
 
 

の
よ
う
に
、
文
末
用
法
の
「
ヤ
」
を
使
用
す
る
形
式
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら

も
、
文
末
用
法
の
「
カ
」
の
勢
力
が
拡
大
し
て
、
従
来
は
「
ヤ
」
の
使
用
さ
れ

て
い
た
位
置
に
ま
で
「
カ
」
が
進
出
し
て
き
た
と
い
う
現
象
を
反
映
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

 
ま
た
、
こ
の
ω
形
式
の
場
合
、
前
掲
の
用
例
㈲
・
㈲
や
、
会
話
文
に
お
け
る

用
例
で
も
、

㈲
継
母
、
此
ヲ
聞
テ
、
「
…
…
。
若
シ
、
人
ノ
心
迷
ハ
サ
ム
ト
テ
量
り
給
力
」

 
ト
云
テ
、
只
黒
戸
泣
バ
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
2
6
の
5
）

の
よ
う
に
、
「
若
シ
」
と
い
う
語
と
共
起
す
る
例
が
全
1
2
例
も
み
ら
れ
、
目
立

っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

岡
（
滝
口
）
〈
希
有
ノ
事
カ
ナ
。
此
レ
ハ
ロ
ハ
ノ
事
ニ
描
記
ジ
。
此
男
ハ
、
道
ニ

 
テ
死
タ
ル
カ
、
若
ハ
、
重
キ
病
ヲ
受
タ
ル
カ
〉
ト
終
夜
思
ヒ
明
シ
テ
、
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（
巻
2
4
の
1
1
）

㈱
女
、
「
此
ハ
実
言
ヲ
宣
フ
カ
、
戯
言
ヲ
宣
フ
カ
」
ト
問
ヘ
バ
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
2
8
の
一
）

の
よ
う
に
、
要
選
択
疑
問
表
現
的
に
、
二
つ
以
上
連
続
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る

場
合
も
7
噛
み
ら
れ
、
こ
の
ω
形
式
の
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。

 
な
お
、
こ
の
ω
形
式
に
、
さ
ら
に
助
詞
「
ハ
」
の
下
接
し
た
、

 
幻
 
 
 
カ
バ
。

の
形
式
の
場
合
も
、
前
述
の
ω
形
式
同
様
、
，
「
反
語
」
表
現
と
な
る
も
の
ば
か

り
で
あ
る
が
、
会
話
文
で
の
用
例
が
多
く
、

鮒
守
咲
テ
、
「
理
ニ
ハ
有
レ
ド
モ
、
此
ニ
テ
可
泣
キ
事
カ
バ
。
…
…
」
ト
云
テ
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
2
5
の
1
1
）

69

i
祖
ノ
守
ノ
主
）
「
…
…
。
亦
髪
ノ
元
キ
事
ハ
、
若
ク
盛
ナ
ル
齢
二
髪
ノ
落

 
失
タ
ラ
バ
コ
ソ
鳴
呼
ニ
モ
三
咲
ク
モ
有
ラ
メ
、
年
ノ
七
十
二
成
タ
レ
バ
、
髪

 
ノ
落
失
タ
ラ
ム
ハ
可
咲
キ
事
カ
バ
。
…
…
」
ト
云
テ
、
 
 
 
（
巻
2
8
の
4
）

の
よ
う
に
、
特
に
、
［
」
ベ
キ
事
カ
バ
」
の
形
で
使
用
さ
れ
る
場
合
が
目
立

っ
て
い
る
。

 
 
 
 
 
 
 
注

（
1
）
拙
稿
「
『
源
氏
物
語
』
の
要
判
定
疑
問
表
現
1
「
ー
ニ
ヤ
。
」
形
式

 
を
中
心
に
一
」
（
「
日
本
文
学
研
究
」
第
2
8
号
〈
一
九
九
二
年
〉
）

（
2
）
拙
稿
「
『
平
家
物
語
』
の
要
判
定
疑
問
表
現
」
（
「
日
本
文
学
研
究
」
第

 
2
9
号
〈
一
九
九
三
年
〉
）

（
3
）
和
歌
お
よ
び
詩
句
等
の
引
用
に
基
く
用
例
は
除
外
し
た
。
ま
た
、
各
話

 
末
の
「
～
ト
ナ
ム
語
り
伝
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
」
に
つ
い
て
も
、
形
式
的
な
常

『
今
昔
物
語
集
』
の
要
判
定
疑
問
表
現
（
上
）
1
本
朝
世
俗
部
の
場
合
1

 
套
句
と
考
え
て
除
外
し
た
。
も
し
、
こ
れ
を
含
め
れ
ば
㈲
形
式
の
用
例
数

 
が
大
き
く
増
加
す
る
こ
と
と
な
る
。

（
4
）
会
話
文
中
に
、
心
中
思
惟
の
部
分
が
引
用
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
心
中

 
思
惟
の
用
例
と
し
て
扱
っ
た
。

（
5
）
拙
稿
「
『
今
昔
物
語
集
』
の
要
説
明
疑
問
表
現
1
「
疑
問
詞
ー
ニ

 
カ
。
」
形
式
を
中
心
に
一
」
（
「
日
本
文
学
研
究
」
第
2
7
号
〈
一
九
九
一

 
年
〉
）

（
6
）
『
大
和
物
語
』
の
本
文
は
、
「
日
本
古
典
文
学
大
系
」
に
よ
る
。
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